



















































































































































































































































を始めていく初心者の群（ 2 年以上 6 年未満），
臨床実践中期の群（ 6 年以上10年未満），臨床
実践長期の群（10年以上）とした。群ごとの分
























　面接中にCl.の発話の速さや抑揚と同調することがある 0.82 ─0.01 ─0.07
　面接中に，Cl.と波長が合う感じを体験したことがある 0.80 0.02 ─0.11
　自分が考えたことを言葉にする前に，Cl.にそれが伝わった経験がある 0.78 ─0.08 0.25
　Cl.の声の調子に合わせて，自分の調子を調整している 0.77 ─0.06 0.03
　面接中に，Cl.と動作が一致することがある 0.72 0.00 0.10
　面接中にCl.と態度や行動が同調する感覚をもったことがある 0.71 0.08 ─0.09
　面接中に意図せず，Cl.と同じような行動をとっているときがある 0.71 0.07 ─0.03
　面接中にCl.と呼吸のリズムが同調することがある 0.71 0.09 ─0.01
　Cl.の表現にタイミングよく応答している 0.63 0.20 ─0.04
第2因子：解読　（α＝.92）
　Cl.の非言語的な行動からCl.の考えていることがなんとなくわかる ─0.17 0.94 ─0.10
　Cl.の態度から，Cl.の表現を読み取ろうとしている 0.15 0.78 0.03
　初めて会ったその時点で，私はそのCl.の性格特徴をだいたい把握できる 0.11 0.76 0.02
　Cl.の態度や表情を気をつけてみるようにしている 0.12 0.73 0.01
　Cl.が自分の感情などを言葉にする前に，Cl.の態度からそれらをだいたい把握できる ─0.05 0.72 0.15
　Cl.のちょっとした表情の変化に気がつくほうだ 0.18 0.68 ─0.01
　Cl.の表情や仕草から，Cl.の感情や状態がわかる 0.07 0.64 0.00
第3因子：共有　（α＝.72）
　悲しんでいるCl.と一緒にいると，その悲しみを自分のことのように感じる ─0.19 0.12 0.80
　Cl.がうれしそうにしているのを見ただけで，自分もうれしくなる 0.03 ─0.03 0.62
　Cl.の何気ない行動の意味を理解できる 0.28 ─0.12 0.42
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ













































































解読 共有 同調 M SD
解読 － .45*** .62*** 3.46 0.86
共有 － .39*** 3.56 0.81





























Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
第1因子：視点取得　（α＝.92）
　常に人の立場に立って，相手を理解するようにしている 0.90 ─0.02 0.00 0.03
　人の話を聞くときは，その人が何を言いたいのかを考えながら話を聞く 0.89 ─0.06 0.03 0.02
　人と対立しても，相手の立場に立つ努力をする 0.87 ─0.01 0.00 ─0.06
　自分と違う考え方の人と話しているとき，その人がどうしてそのように考えているのかをわかろうとする 0.80 0.00 0.00 0.04
　相手を批判するときは，相手の立場を考えることができない　〔R〕 0.73 0.09 ─0.05 ─0.03
第2因子：被影響性　(α＝.86)
　自分の感情はまわりの人の影響を受けやすい 0.08 0.94 0.08 0.00
　物事を，まわりの人の影響を受けずに自分一人で決めるのが苦手だ ─0.07 0.78 0.08 0.16
　他人の感情に流されてしまうことはない　〔R〕 ─0.01 0.77 ─0.04 ─0.05
　まわりの人がそうだといえば，自分もそうだと思えてくる ─0.01 0.64 ─0.10 ─0.14
第3因子：自己指向的反応　（α＝.75）
　他人の成功を素直に喜べないことがある ─0.01 ─0.14 0.88 ─0.07
　苦しい立場に追い込まれた人を見ると，それが自分の身に起こったことでなくてよかったと心の中で思う 0.00 0.12 0.65 ─0.06
　他人の成功を見聞きしているうちに，焦りを感じることが多い ─0.02 0.02 0.61 0.08
第4因子：他者指向的反応　（α＝.65）
　悲しんでいる人を見ると，なぐさめてあげたくなる 0.02 0.06 0.00 0.64
　まわりに困っている人がいると，その人の問題が早く解決するといいなあと思う ─0.02 ─0.03 0.16 0.60
　悩んでいる友達がいても，その悩みを分かち合うことができない　〔R〕 ─0.13 ─0.04 ─0.11 0.48
　他人が失敗しても同情することはない　〔R〕 0.00 ─0.05 ─0.13 0.47
　人が頑張っているのを見たり聞いたりすると，自分には関係なくても応援したくなる 0.17 ─0.01 0.01 0.46
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ － .02 ─.16 .20




視点取得 被影響性 自己指向的反応 他者指向的反応
解読 .02 .16 ─.03 .03
共有 .10 .15 ─.10 ─.08
























Table 5　臨床経験年数 と よって立つ理論のクロス表
理論
力動的心理学系 人間性心理学系 認知・行動理論系 その他 合計
臨床経験
年数
2年未満 11 5 12 0 28
2年以上6年未満 12 10 6 3 31
6年以上10年未満 20 12 8 1 41
10年以上20年未満 11 6 7 0 24
20年以上 2 3 4 0 9





　面接中にCl.と態度や行動が同調する感覚をもったことがある 0.89 ─0.02 ─0.05
　面接中にCl.と呼吸のリズムが同調することがある 0.83 ─0.01 0.03
　Cl.の声の調子に合わせて，自分の調子を調整している 0.81 ─0.03 0.03
　Cl.の表現にタイミングよく応答している 0.77 0.04 ─0.02
　面接中にCl.の発話の速さや抑揚と同調する感覚をもったことがある 0.75 0.04 ─0.01
　面接中に，Cl.と波長が合う感じを体験したことがある 0.73 0.01 0.02
　面接中にCl.と動作が一致することがある 0.71 ─0.01 ─0.01
　面接中に意図せず，Cl.と同じような行動をとっているときがある 0.71 0.06 ─0.01
　自分が考えていたことを言葉にする前に，Cl.にそれが伝わった経験がある 0.65 0.03 0.04
第2因子：解読　（α＝.90）
　Cl.の態度や仕草から，Cl.の表現を読み取ろうとしている ─0.06 0.94 ─0.04
　Cl.が自分の感情や考えを言葉にする前に，Cl.の態度からそれらをだいたい把握できる 0.03 0.89 0.00
　初めて会ったその時点で，私はそのCl.の性格特徴をだいたい把握できる ─0.02 0.76 0.03
　Cl.の表情や仕草から，Cl.の感情や状態がわかる 0.01 0.74 0.04
　Cl.の非言語的な行動からCl.の考えていることがなんとなくわかる 0.03 0.72 0.00
　Cl.のちょっとした表情の変化に気がつくほうだ 0.06 0.68 ─0.05
　Cl.の態度や表情を，気をつけてみるようにしている 0.08 0.65 0.02
第3因子：共有　（α＝.79）
　Cl.がうれしそうにしているのを見ただけで，自分もうれしくなる 0.01 ─0.08 0.82
　悲しんでいるCl.と一緒にいると，その悲しみを自分のことのように感じる 0.02 ─0.03 0.72
　Cl.の何気ない行動の意味を理解できる ─.023 0.14 0.54
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ









た 結 果， 群 間 で 有 意 な 差 が 認 め ら れ た
（Table7 ）。多重比較を行ったところ，20年以
上の群が，2 年未満，2 年以上 6 年未満，6 年
以上10年未満の群よりも得点が高かった（p＜
.05）。また，10年以上20年未満の群が，2 年未
満，2 年以上 6 年未満の群より有意に得点が高
く（p＜.05），6 年以上10年未満の群が，2 年
未満，2 年以上 6 年未満の群よりも高かった（p











6 年以上10年未満の群は 2 年未満・2 年以上 6
年未満よりも高く，2 年以上 6 年未満の群は 2
年未満よりも高かった（いずれもp＜.05）。す






年未満の群に比べて有意に高く，2 年以上 6 年
未満の群が 2 年未満と 6 年以上10年未満の群
よりも有意に高い得点を示した（いずれもp＜





ったところ，20年以上の群は 2 年未満・2 年以
上 6 年未満・6 年以上10年未満よりも高く，10
Table 7　臨床経験年数によるセラピストの情動調律性尺度得点および下位尺度得点と分散分析結果
2年未満 2年以上6年未満 6年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上 F
セラピストの
情動調律性
48.11 53.77 64.68 72.58 83.56 25.71 ***
（13.35） （13.51） （11.99） （9.05） （5.64）
「解読」
2.61 3.11 3.74 4.00 4.59 27.39 ***
（.76） （.87） （.49） （.45） （.28）
「共有」
3.11 3.90 3.38 3.74 4.11 6.09 ***
（.90） （.75） （.76） （.61） （.55）
「同調」
2.27 2.25 3.15 3.70 4.35 19.36 ***
（.89） （.91） （.98） （.79） （.44）
上段：平均値，下段：標準偏差 ***p＜.001
Table 8　臨床経験年数と主理論による下位尺度得点の分散分析結果




















3.23 3.00 3.17 3.64 3.68 4.02 4.05 4.42 4.08 19.74 *** .26 1.12
（.92） （.94） （.98） （.48） （.51） （.43） （.41） （.42） （.58）
「共有」
4.08 3.70 3.83 3.35 3.13 3.38 3.92 3.89 3.70 3.54 * .88 1.25
（.79） （.67） （.98） （.74） （.66） （.89） （.61） （.76） （.50）
「同調」
2.77 1.94 1.83 3.21 2.95 3.46 3.83 3.80 4.00 25.66 *** 1.50 1.38































































































































































































































Auerbach, A.H. & Johnson, M. （1977）. Research on 
the therapist’s level of experience. In A.S. 
Gurman and A .M. Raz in（Eds .）, Ef f ec t ive 
Psychotherapy: A Handbook of Research. New 
York : Pergamon.
Beebe, B. & Latchman, F.M. （2002） Infant Research 
and Adu l t Trea tmen t : Co - c ons t ruc t i ng 
Interaction. The Analytic Press, Inc. （富樫公一 
（監訳）（2008） 乳幼児研究と成人の精神分析：共
構築され続ける相互交流の理論．誠信書房）
Bernieri, F.J. （1988） Coordinating movement and 
rapport in teacher student interactions. Journal 
Nonverbal Behavior, 12（2）, 120─138
Buie, D.H. （1981） Empathy: Its nature & limitation. 
Journal of the American Pycholoanalytic 
Association, 29, 281─307.
Convington, C. （1991） Infant observation re-
viewed. Journal of Analytic Psychology, 36, 63─
76
Fiedler, F.E. （1950） The concept of the ideal 







Hoffman, M. （1984） Interaction of affect and 














Lambert, M.J. （1992） Implication of outcome 
research for psychotherapy integration. In 
J.C.Norcross & M.R.Goldfreid（Eds）, Handbook of 







Neely, M.A. （1992） Quality interviews with adult 
students and trainees. Illinois : Thomas.
Orange , D .M. （2002）. There i s no outs ide：
Empathy and authenticity in psychoanalytic 
process. Psychoanalytic Psychology, 19, 686─700.
Rogers,C.R. （1957） The necessary and sufficient 
conditions of therapeutic personality change. 
Journal of Consulting Psychology, 21, 95─103
Rumelhart,D.E. & Norman,D.A. （1978） Accertion, 
tuning, and restructuring: Three modes of 
learning. In J.W.Cotton & R.L.Klatsky （Eds.） 
Semantic factors in cognition. Hillsdale,N.J.: 
Lawrence Erlbaum.
Sander,L. （1995） Identity and the experience of 
s p e c i f i c i t y i n a p r o c e s s o f r e c ogn i t i o n . 
Psychoanalytic Dialogues, 5, 579─693
Schmidt, H.G., Boshuizen, H.P.A., & Hobus,P.P.M. 
（1988） Transitory stages in the development of 
medical expertize; The “intermediate effect” in 
c l i n i c a l c a s e r e p r e s en t a t i on s t ud i e s . I n 
proceeding of the 10th annual conference of 




Stern, D. N. （1985） The interpersonal world of the 
infant. New York：Basic Books. （小此木啓吾・
丸田俊彦 （監訳） 神庭靖子・神庭重信 （訳） 
（1989・1991） 乳児の対人世界：理論編・臨床編．
岩波学術出版）
Stern, D.N. （2004） The present moment in psychotherapy 




Stolorow, R.D., Brandchaft, B. & Atwood, G.E. 
（1987） P s y c h o a n a l y t i c T r e a t m e n t : A n 
intersubjective approach. The Analytic Press. 








Strupp, H.H. （1955） An objective comparison of 
Rogerian and psychoanalytic techniques . 





The Boston Change Process Study Group   （2007） 
The fundamental level of psychodynamic 
meaning : Implicit process in relation to conflict, 
d e f e n s e a nd t h e dynam i c un c on s c i o u s . 








Westland, G. （2015） Verbal and Non-Verbal 
Communication in Psychotherapy. New York・
London: W.W. Norton & Company
Wogan, M., & Norcross, J.C. （1985） Dimensions of 
therapeutic skills and techniques: Empirical 
ident i f i ca t ion , therap is t corre la tes , and 





A Study Concerning Therapist’s Practical Ability and the Process 
of Growth
─Focus on affect attunement─
Kousuke Aoyagi Mejiro University, Graduate School of Psychology
Tatsuo Sawazaki Mejiro University, Faculty of Human Sciences
Mejiro Journal of Psychology, 2018 vol.14
【Abstract】
In this study, we investigated the influence of the length psychotherapists’ clinical 
experience and clinical theory on the affect attunability of them.
In the first analysis, 133 psychotherapists were divided into five groups by the length of 
clinical experience (less than 2 years / 2－5 years / 6－9 years / 10－19 years / more than 
20 years). Main findings were follows : (1) As a result of factor analysis, the three factor of 
affect attunement were extracted. Each factor was named as follows : “decoding” , “sharing” 
and “entrainment”. (2) The therapists’ affect attunability increased from the group with 
clinical experience of 6－9 years. (3) “Decoding factor” showed a linear increase up to the 
clinical experience more than 10 years. (4) "Sharing factor” showed a rise in the group with 
clinical experience 2－5 years, then the score significantly decreased in the group of 6－9 
years, and showed a gradual increase with the years of experience . (5) “Entrainment factor” 
showed a rise from the group with clinical experience of 6－9 years.
In the second analysis, 101 psychotherapists were divide into three groups by the length of 
clinical experience (2－5 years / 6－9 years / more than 10 years) and the clinical theory 
they used (Psychodynamic approach / Humanistic approach / Cognitive behavioral approach). 
As a result, regardless of the clinical theory, in any factor, the length psychotherapists’ 
clinical experience had an effect on the affect atunability.
keywords : therapist’s practical ability，clinical experience，clinical theory， 
process of growth，affect attunement
